
安斎先生技術通信の

木構造の疑問・質問にお答えします！

技術的なご相談はこちらへ！⇨ mail question@mokutaikyo.com ☎03・6261・2040（木耐協事務局）

福島県生まれ。木耐協設立
当初から技術顧問として組
合員の指導や技術開発を
行う。2007年国土交通大
臣表彰。趣味は社交ダンス

安斎正弘
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12月号

2014年

　

二
十
歳
前
後
の
若
い
頃
、「
地
球
と
か
人
類

と
か
の
絶
滅
」を
空
想
・
妄
想
し
た
記
憶
が
あ

る
。そ
の
幾
つ
か
の
原
因
の
ひ
と
つ
に
、【
細
菌
・

ウ
ィ
ル
ス
】が
あ
っ
た
と
覚
え
て
い
る
。「
エ
ボ

ラ
出
血
熱
」が
西
ア
フ
リ
カ
を
中
心
に
猛
威
を

振
る
っ
て
い
る
が
、他
地
域
へ
の
飛
び
火
の
ニ

ュ
ー
ス
に
世
界
中
が
震
撼
し
て
い
る
。犠
牲
者

を
悼
み
つ
つ
、こ
れ
以
上
の
犠
牲
者
を
く
い
止

め
一
刻
も
早
く
解
決
し
て
欲
し
い
と
願
う
ば
か

り
で
す
。

　

さ
あ
、今
月
も
こ
の
回
答
集
を
め
ぐ
り
、内

容
・
趣
旨
を
確
認
し
日
々
の
実
務
に
活
か
し
て

参
り
ま
し
ょ
う
。

　

日
本
建
築
防
災
協
会
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

文
章
は
、下
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
か
ら

直
接
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
注
：
紙
面
の
都
合
H
P
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
文
章

か
ら
、趣
旨
を
外
さ
な
い
程
度
に
表
現
を
変
え
て

い
ま
す
。〉

「
2
0
1
2
年
改
訂
版 

木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
と
補
強
方
法
」の

質
問・回
答
集
の
確
認

◎
今
号
の
テ
ー
マ

一
般
診
断
法

【
保
有
す
る
耐
力
】に

つ
い
て
の
考
察

母屋下がりや車庫部分で、
横架材内法間距離が小さい（例：1800程度）場合の

「壁基準耐力と剛性」の評価はどのようにしたら良いか？

指針編P116にあるように高さが低い場合は耐力・剛性ともに上がる傾向にありま
すが、「一般・精密1」では考慮していません。偏心率の計算においては、実際に存在
する部材の剛性も重要な要素であるため、一概に無視して良いというものではあ
りませんので、実況に応じて危険側とならないよう適切にご判断ください。

考 察
　P116の解図5.6を指していると思いますが、グラフの横軸が高さを示していて、グラフは全体として「左上がり」
なので、高さが低いと低減の程度が小さい、つまり耐力・剛性とも高くなる傾向にあるようです。質問のように高さ
が1800程度の場合、通常の柱（3030～3000程度）の内法高は約2800程度と仮定すると、2つのグラフより、いず
れも許容できるブレとして考えられている可能性があります。また、「木造軸組工法住宅の許容応力度設計」
（2008年版）のP60でも、壁高さが低いと、同じ壁倍率でも剛性が高くなるので「要注意」としつつも、「階高の半分
程度以上まで」なら他と比べて(大きく)異なるようなことはないので、「そのまま扱っても問題ない」との趣旨を記
しています。その様な訳で、ここでは精度の高い「精密2以上」では、適切な判断を求める、かも知れませんが「一般・
精密１」程度は安全率の範囲内ということだと思います。
　実務的には診断を電算処理するときに、特定の壁について容易に、基準耐力と基準剛性とを分けて入力できる
なら、してはダメとは言えません。ただその場合はP116の上の解図5.5の中の、Ⅴの線の傾きを以って「剛性」とし
ていて、高さが低い場合でも壁の耐力は基本的にほぼ同じで変形のみ小さいとの仮定から、Ⅴの線は更にタテ線
に近づき小さな傾きとなり結果的に剛性がアップすることを読み取り、適切に判断できる方はそのような操作に
より評価し直すことは許容されるということなのだと思いますので、限られた人しか応用できないのではないでし
ょうか。この解図5.5のものと異なる高さのテストピースを使って同じような実験結果を求めないと正確には判ら
ないと思います。

Q53
http://www.kenchiku-bosai.or.jp/seismic/wquest.html

Question 事務局発！耐震実務のポイント解説

『診断時における判断基準』その10

組合員の方々から木耐協事務局に寄せられる様々な相談・質問。
このコーナーでは、事例を挙げながら、事務局が解説を行ないます。

今号の
テーマ

診断時における判断基準（その１～９）の総まとめ

　3月号から掲載してきた「診断時における判断基準」シリーズの総まとめとして、それぞれのテーマとそのポイントをま
とめました。詳細は組合員様専用HP『Mokoo!』にある、マンスリーレポートのバックナンバーにてご確認ください。

筋かいの取りつき方と
その評価

その１
（3月号）

「筋かい端部が柱・横架材（梁・土台）に隙間なく接して
いる場合」のみとし、途中で止まっているような筋かい
は評価しない。

テーマ ポイント

土塗りと筋かいの
組み合わせ耐力

その2
（4月号）

筋かいの影響で土塗り壁の断面が欠損する場合、土塗
壁の塗り厚を配慮する。土塗厚は40mm未満は耐力評
価できないため要注意。

コンクリートテストハンマー
数値の読み方

その3
（5月号）

打撃時に表示される「反発度」を読み取り、強度早見表「←
（±０）」の数値を推定強度とする。化粧モルタルの上から
測定すると、コンクリートの強度ではないため要注意。

筋かいが確認できなかった
場合の評価

その4
（6月号）

確認できない場合は原則として「筋かい無し」として評
価する。また、経験則からの「推定筋かい」とする場合は
依頼者へその旨を説明する。

テキストに記載のない
壁部材の評価

その5
（7月号）

記載がない場合は原則として壁の耐力評価は行わな
い。例外として、第三者機関等で壁倍率を取得している
部材は評価が可能。（壁基準耐力＝壁倍率×1.96）

太陽光パネルが載っている
場合の建物重さの評価

その6
（8月号）

重量が加算された評価を計算に反映させる。建物の重
さを１ランク上げる。又は、補強時に太陽光パネル・架台
の重量分の余力を持たせた設計を行う

老朽度調査における
「存在点数」のチェック方法

その7
（9月号）

調査対象部位が「存在」し、かつ「調査を行った」場合に
存在点数としてカウントする。（調査していない・できな
い場合は存在点数に含めない）

老朽度調査における
「劣化点数」のチェック方法

その8
（10月号）

構造耐力上支障がある（建物全体に影響がある）と判断
される項目を劣化とするため、不具合の事象が軽微な
ものは劣化として判断しない。

無筋基礎の「軽微なひび割れ」
における評価

その9
（11月号）

軽微なひび割れとは「床下換気口廻りに生じる0.3mm
程度以下」のこと。0.3mmを超えると「ひび割れ」と評価
するが、基礎のランクが【Ⅲ】となるので適宜判断する。

次号から「補強工事における注意点」を解説します。ご期待ください！


